
シビックプライドを持った
グローバル人材の育成



「シビックプライドを持ったグローバル人材の育成」～ニセコと世界の境界線を溶かしていこう～ 北海道ニセコ高等学校

教育プログラムの目的
Ⅰ ニセコと世界の境界線を溶かすプログラム ニセコと世界が繋がっていることを認識することで、心のエンジンを駆動させ、
主体的に学び、課題を俯瞰的に捉え、自分の考えを発信し行動する力を養う。

Ⅱ アウトバウンドプログラム 主体的に地域の人々と繋がることにより、生徒のコミュニケーション力やコーディネイト力を向上させる
とともに異なる価値観を持つ人々の相互理解を深める。心のエンジンを駆動して学びを深めた経験を広く伝える。

教育プログラムの流れ・内容

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

● ●
グローバル人材育成講話の実施（年４回）

地域を知り関心を深めることと自分の意思で地域づくりに挑戦できることを意識
させる。また、講師の海外経験先の国情や課題、日本やニセコとの関係について
学ぶことで、シビックプライドや国際教養を高めていく。

1学年
シビックプライドの醸成

２学年
地域共創による
ホスピタリティ
マインドの醸成

サステナブルスタディーツアー企画

地域の魅力向上のための
地域課題についてサステ
ナブルな視点で解決する
ツアーを企画し大学生を
モニターに実施する。

地域の方や学生との協働や、国際交流をすることで、地域や世界の境界線を
超えた、地域共創について主体的に考える姿勢を身につける。

● ●

筑波大学留学生との国際
交流・サステナブル施設
のガイドを実施する。

サステナブルツアー商品化

ニセコ町での研修旅行コン
テンツとして大学生や高校
生にサステナブルツアーを
実施する。

● ●

国内研修

塩釜市

多様な地域の課題解決のプ
ロセスを学ぶ。また、教員
も生徒とともに主体的に学
び研修プログラムの充実を
図る。

３学年
地域共創による
グローバル
マインドの醸成

持続可能な観光教育
公開授業とし地域住民や教育関係者も参加。

持続可能な観光教育
特別講演 ニセコ町長
「ニセコ町が世界から
注目される理由」

持続可能な観光国際基
準（GSTC)についての
地域との協働授業

フィールドワークを
通して、ニセコ町の
ベストプラクティス
選定（国際基準の意
識高揚）

● ●
● ●

● ●
国内研修

サステナブルツーリ
ズムの先進地で持続
可能な観光地づくり
について学ぶ。

ニセコ町民講座
観光庁でのモデル

事業(予定)で発表

アウトプット（表現）

ニセコ町が取り組んでいる「持続可能な観光」を実践する必要性を学び、
国際基準を意識して取り組むことで、シビックプライドの高揚や世界に選
ばれる観光地を共創するグローバルマインドを高める。

シビックプライドを
持ったグローバル人材

プログラムの評価

Ⅰキャリアパスポート
による自己評価

Ⅱ表現（スピーチ
プレゼンテーション）

Ⅲ シビックプライドと
国際理解の変化を
測るアンケート

Ⅳ地域と世界の課題の
共通点を理解し、
主体的に課題解決に
取り組む姿勢（創造力）

Ⅴ地域協働する際の
地域のアンケート



「アグリフードコース」と「グローバル観光コース」
探究やインターンシップなどを通して

国際基準の農業やグローバル観光を学ぶ

全国唯一の緑地観光科



オンライン授業（３回９月〜11月） １泊２日のニセコ研修（２月）

ニセコ高校 品川女子学院
（10名） （10名）



ニセコ高校×麗澤大学〜サステナブルスタディーツアー〜

ニセコ町の魅力を向上させる課題解決行うツアー

サステナブルな視点で課題解決について意見交換

文化の拠点である有島記念館で課題発見

食ロスや地産地消について学ぶ



アフタースクールワールドクラス〜高校のなかで世界観を感じよう〜



ニセコ高校×ニセコワイナリー 〜地域のワイナリーで世界基準のブドウ作り〜

ニセコワイナリーでブドウ作りを学ぶ

収穫したブドウの果汁は濃厚で芳醇な味わい

たわわに実ったブドウを収穫

世界基準の農業「有機JAS」について学ぶ



ニセコ高校×八海山ニセコ蒸溜所〜地域企業と連携し、商品開発に挑戦〜

高校で栽培しているニセコ町花ラベンダーの活用 ジンの香りづけには匂いの濃いつぼみを使用

「ラベンダージン」即完売の人気 地域の魅力となる商品を販売



ニセコ高校×有機農業〜世界に評価される野菜づくりに挑戦〜

ニセコのシンボルである羊蹄山の麓で農業を学ぶ

有機JAS認定されたサツマイモの生産 ビニールハウスで栽培するミニトマトは糖度が高い


